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健
康
都
市
づ
く
り
の
実
現

市
民
に
身
近
な
議
会
の
実
現
に
向
け
て

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
の
新
春
に
あ

た
り
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
四
年
の
歳
月
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
市
民
病
院
の
開
院
を
は

じ
め
と
し
て
、
北
部
幹
線
道
路
の
延
伸
、
国

道
６
号
勿
来
バ
イ
パ
ス
の
ル
ー
ト
決
定
、
現

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
寄
せ
頂
き
、
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

在
の
６
号
国
道
と
北
部
幹
線
道
路
を
結
ぶ
北

町
・
関
本
中
線
の
事
業
着
手
、
さ
ら
に
、
中

郷
町
と
高
萩
市
を
接
続
す
る
二
市
連
絡
幹
線

道
路
な
ど
市
内
道
路
網
の
整
備
に
取
り
組
み
、

未
来
へ
の
飛
躍
に
向
け
て
確
実
に
前
進
し
て

い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年

は
消
防
庁
舎
の
移
転
新
築
や
中
郷
町
に
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
市
民
病
院
と
連
携

の
も
と
地
域
医
療
や
在
宅
医
療
な
ど
保
健
医

療
の
充
実
を
図
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
顕
在

化
し
て
お
り
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
新
図
書
館
の
建
設
や
平
成

三
十
一
年
開
催
の
茨
城
国
体
に
向
け
て
、
磯

　

さ
て
、
昨
年
は
復
旧
・
復
興
を
積
極
的
に

押
し
進
め
な
が
ら
、
復
興
住
宅
の
完
成
、
新

市
民
病
院
の
開
院
、
ま
た
新
消
防
庁
舎
、
関

本
町
小
中
一
貫
校
、
新
図
書
館
、
家
庭
医
療

セ
ン
タ
ー
等
々
の
重
点
施
策
に
着
手
し
て
お

り
、
本
市
の
明
る
い
展
望
が
見
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
地
方
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、

急
速
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
対
応
す
る
た

め
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
議

会
改
革
を
進
め
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
十
分
お
聞
き
し
、
市
政
に

原
地
区
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
事
業
に
着

手
す
る
な
ど
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
三
年
生
ま
で
医
療

費
助
成
を
拡
大
さ
せ
る
な
ど
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
充
実
も
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
一

方
、
市
内
小
規
模
校
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
関
本
町
小
中
一
貫
校
の
開
設
や
学
校
間
連

携
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
な
ど
教
育
内
容
の
充

実
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
北
茨
城
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、

将
来
北
茨
城
に
住
み
た
い
と
思
え
る
「
健
康

都
市
」
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
安
心
安

全
で
保
健
医
療
と
福
祉
な
ど
生
活
基
盤
の
充

実
し
た
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

反
映
さ
せ
る
代
表
機
関
と
し
て
の
信
頼
を
よ

り
高
め
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
健
全
な
二
元
代
表
制
の
も
と
、

市
長
並
び
に
執
行
部
と
と
も
に
、
緊
張
関
係

を
保
持
し
な
が
ら
連
携
を
密
に
し
て
、
更

な
る
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

様
々
な
市
政
課
題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
本
年
が
健
や
か
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
念
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

北茨城市議会議長 北茨城市長
鈴　木　和　栄 豊　田　　　稔

昨年の初日の出（磯原海岸）
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北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
36
議
案
が
可
決

　
平
成
26
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
２
日
か
ら
12
月
16

日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
に
は
議
案

36
件
が
提
出
さ
れ
、
各
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
案

■
可
決
さ
れ
た
お
も
な
予
算
等

◎
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
大
森
正
一
氏
、

下
斗
米
佐
知
子
氏
、
入
野
洋
二
氏

が
平
成
27
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
大
森
正

一
氏
お
よ
び
下
斗
米
佐
知
子
氏
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
同
氏
を
、
入

野
洋
二
氏
の
後
任
と
し
て
小
関
裕

子
氏
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
（
第
５
、６
号
）

　

10
億
６
９
９
２
万
９
千
円
増
額

し
、
歳
入
歳
出
総
額
を
２
３
１
億

４
１
４
２
万
３
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
市
民

病
院
へ
の
補
助
金
お
よ
び
出
資
金
、

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
費
の
増
額
等

で
す
。 第

４
回
市
議
会
定
例
会

　

童
謡
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
懐
か
し
い
思
い
出

を
秘
め
た
童
謡
を
更
に
広
く
普
及
さ
せ
よ
う
と
第

23
回
野
口
雨
情
記
念
賞
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、俳
句
ポ
ス
ト
大
賞
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

野
口
雨
情
記
念
賞
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
本
年
度

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

童
謡
作
詩
に
２
８
７
点
、
俳
句
に
１
９
４
０
句

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
小
中
学
生
の
表

彰
式
は
、
11
月
23
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
大
賞

小
学
生
の
部

「
ぐ
る
ぐ
る
と
出
口
を
探
す
オ
ニ
ヤ
ン
マ
」

堀
江　

莉
奈
（
関
一
小
６
年
）

中
学
生
の
部

「
思
い
出
す
蚊
取
の
香
る
祖
母
の
家
」　　

　
　
　
　

古
仲　

瑠
奈
（
磯
原
中
２
年
）

一
般
の
部

「
松
蟬
や
岬
の
塔
の
レ
ク
イ
エ
ム
」

　
　
　
　
　
大
友　

弘
美
（
関
南
町
）

○
優
秀
賞

【
童
謡
作
詩
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
最
優
秀
賞

「
お
に
ぎ
り
」
湊 

羅
允
（
東
海
村
立
中
丸
小
１
年
）

○
優
秀
賞

「
ツ
バ
メ
」　

金
澤　

沙
衣
（
富
士
ケ
丘
小
５
年
）

「
虫
の
足
音
」　
早
坂　

月
那
（
華
川
中
３
年
）

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
日
下
部
、
金
澤
）
内
４
３
１

小学生の部

青
柳　

元
希

（
関
南
小
３
年
）

細
川　

徠
惺

（
関
一
小
２
年
）

山
形　

和
斗

（
中
二
小
４
年
）

村
岡　

愛
花

（
精
華
小
５
年
）

須
田　

千
遥

（
精
華
小
６
年
）

中学生の部

會
澤　

祥
起

（
磯
原
中
２
年
）

滝　

祥
太
郎

（
磯
原
中
３
年
）

鈴
木　

優
介

（
磯
原
中
３
年
）

原　
　

彩
夏

（
常
北
中
３
年
）

鈴
木　

千
里

（
常
北
中
３
年
）

一般の部

鐵　
　

福
夫

（
関
南
町
）

木
下　

サ
タ

（
中
郷
町
）

佐
藤　

吉
雄

（
大
津
町
）

岩
井　
　

通

（
い
わ
き
市
）

渡
辺　
　

彰

（
磯
原
町
）

野口雨情記念賞野口雨情記念賞 第

回
23 童謡作詩・童謡作詩・童謡作詩・平成

年度
26 俳句コンクール俳句コンクール俳句コンクール

←北原白秋が描いた野口雨情さん
　歴史民俗資料館でご覧ください。

↑俳句コンクール小学生の部
　受賞した皆さん



　

さ
る
10
月
２
日
か
ら
11
月
６
日
に
か
け
て
、
各
町
７

カ
所
で
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
１
０
１
６
人
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
28
人
か
ら
質
問
・
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

① 

現
在
の
財
政
状
況　
　

・
行
政
改
革
の
推
進
に
よ
り
市
の
財
政
調
整
基
金
の
増

加
、
市
の
起
債
の
減
少
な
ど
財
政
状
況
の
改
善

③ 

今
後
見
込
ま
れ
る
大
規
模
事
業　
　

・
茨
城
国
体
に
向
け
た
環
境
整
備

・
華
川
浄
水
場
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
築

④ 

今
後
の
財
政
状
況

　

復
興
関
係
事
業
は
、
市
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
市
主
要
事
業
に
つ
い
て
も
、
有
利
な
制

度
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
市
の
負
担
は
大
き
い
の
も

事
実
で
す
。
し
か
し
、
行
政
改
革
を
進
め
安
定
し
た
財

政
を
目
指
し
ま
す
。

② 

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業　
　

・
道
路
整
備

・
復
興
事
業

・
市
主
要
事
業

【
市
政
懇
談
会
で
市
長
が
説
明
し
た
主
な
内
容
】
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《
行
政
改
革
の
主
な
取
り
組
み
》

　

・
職
員
数
：
７
年
間
で
73
人
の
削
減

　

・
市
税
徴
収
率
：
７
年
間
で
８
．
２
％
向
上

《
財
政
調
整
基
金
と
起
債
残
高
の
推
移
》

　

・
財
政
調
整
基
金
残
高
：

　
　

７
年
間
で
24
億
４
１
０
０
万
円
の
増
加

　

・
起
債
残
高
：

７
年
間
で
66
億
８
７
０
０
万
円
の
減
少

・
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
：

　
　
　

早
期
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み

・
県
道
北
部
幹
線
道
路
：

　
　

平
成
26
年
10
月
に
市
民
病
院
入
口
ま
で
開
通

・
県
道
２
市
幹
線
道
路
：
用
地
買
収
に
着
手

・
災
害
公
営
住
宅
：
平
成
26
年
３
月
に
中
郷
、
大
津
、

平
潟
地
区
に
１
１
０
戸
完
成
、
磯
原
地
区
に
34
戸

建
設
着
手

・
防
災
集
団
移
転
：

　

磯
原
町
の
一
部
、
平
潟
町
の
一
部

・
津
波
避
難
タ
ワ
ー
：
平
成
26
年
10
月
、
関
南
町
仁

井
田
浜
公
園
に
完
成

・
津
波
避
難
道
路
：
市
内
５
カ
所
に
整
備

・
市
民
病
院
（
平
成
26
年
11
月
開
院
）　

・
新
消
防
庁
舎
（
平
成
27
年
12
月
完
成
予
定
）

・
新
図
書
館
（
平
成
28
年
夏
開
館
予
定
）

・
関
本
町
小
中
一
貫
校
（
平
成
28
年
４
月
開
校
予
定
）

新図書館

新消防庁舎

ご
参
加
い
た
だ
き

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
参
加
い
た
だ
き

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
参
加
い
た
だ
き

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会



問
関
本
町
小
中
一
貫
校
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
の
小
規
模
校
の
学
校
再
編
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
郷
、
磯
原
、
華
川
）

答
平
成
28
年
度
に
開
校
す
る
関
本
町
小
中
一
貫
校
の
状

況
を
見
て
、
今
後
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
数
増
加
に
つ
な
が

る
施
策
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
現
在
は
、
小
規
模
校
の

特
性
を
生
か
し
た「
学
校
間
連
携
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

問
災
害
用
備
蓄
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

（
磯
原
、
平
潟
）

答
毛
布
５
３
０
０
枚
、
飲
料
水
２
万
本
、
非
常
食
１
万

個
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
備
蓄
倉
庫
は
、
公
民
館
５
カ

所
、
小
学
校
４
カ
所
、
中
学
校
１
カ
所
、
市
役
所
本
庁

１
カ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
倉
庫
は
、
備
蓄
を
取
り
出
す
と
簡
易
ト
イ
レ
と
し

て
使
え
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
日
お
配

り
し
た
リ
ュ
ッ
ク（
非
常
用
持
出
袋
）
が
い
ざ
と
い
う

と
き
機
能
す
る
か
ど
う
か
、
中
身
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
含

め
確
認
を
お
願
い
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

問
防
災
行
政
無
線
が
よ
く
聞
こ
え
な
い
場
所
や
、
ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
追
加
設

置
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
華
川
、
平
潟
）

答
現
在
61
基
の
防
災
無
線
を
設
置
済
み
で
す
。
こ
れ
は
、

津
波
対
策
が
メ
イ
ン
と
な
る
た
め
海
側
か
ら
整
備
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
く
聞
こ
え
な
い
地
域
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
で
完
了
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
設
置

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
聞
こ
え
に
く
い
と
こ
ろ
へ
毎
年

５
基
程
度
増
設
し
て
い
く
予
定
で
す
。　
　
　
【
市
長
】

防
災
行
政
無
線
の
内
容
や
、
大
雨
・
洪
水
警
報
な
ど
の

気
象
情
報
、
避
難
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
確
認
で
き
る

緊
急
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
登
録
の
仕
方
は
、
広
報
き

た
い
ば
ら
き
に「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
市
民
福
祉
部
長
】

問
市
民
病
院
と
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
関
係
に
つ
い
て

お
聞
き
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
華
川
）

答
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
は
中
郷
多
目
的
集
会
所
に
隣
接

し
て
建
設
し
ま
す
。
事
業
費
は
３
億
円
で
す
。
ま
た
、

筑
波
大
学
か
ら
３
名
の
医
師
が
派
遣
さ
れ
、
う
ち
２
人

が
こ
の
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
市
民
病
院
の
附
属
診
療
所
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
あ
り
、
外
来
診
療
、
在
宅
医
療
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
医
の
養
成
機
関
と
な
る
こ
と
か
ら
筑
波
大

学
医
学
部
と
の
連
携
に
よ
り
安
定
的
な
医
師
の
確
保
が

期
待
で
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
市
長
】

問
消
防
本
部
、
北
部
分
署
、
富
士
ケ
丘
小
学
校
、
関
本

第
一
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

地
元
の
要
望
と
し
て
、
消
防
本
部
は
、
津
波
緊
急
避
難

ビ
ル
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
。（

中
郷
、
関
南
、
関
本
）

答
そ
れ
ぞ
れ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
活
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
中
で
、

消
防
本
部
の
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
の
活
用
も
検
討
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
区
の
皆
様
と
十
分
に
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
【
消
防
総
務
課
】

富
士
ケ
丘
小
は
、
県
の
事
業
で
、
宿
泊
で
き
る
施
設
を

整
備
し
、
学
生
が
芸
術
を
学
ぶ
施
設
に
、
ま
た
、
関
本

第
一
小
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
市
長
】

【
主
な
質
問
と
そ
の
回
答
】

※問の（　）は、
　 質問が出た会場
※答の【　】は、
　 回答者または回答課

災
害
用
備
蓄
に
つ
い
て

学
校
再
編
に
つ
い
て

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

跡
地
利
用
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
の
増
設
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僕
た
ち
の
声

私
た
ち
の
声

市
長
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い

市
長
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い

市
長
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い

市
長
さ
ん
聞
い
て
く
だ
さ
い

子ども
議会
子ども
議会

　

11
月
10
日
に
子
ど
も
議
会
が
行
わ
れ
、

会
議
の
進
行
を
務
め
た
議
長
・
副
議
長
を

除
く
21
人
の
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
21
人
の
議
員
さ
ん
か
ら
の

質
問
と
執
行
部
の
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

※
内
容
は
要
約
で
、【
】
内
は
答
弁
者
で
す
。

問
避
難
所
は
、
安
全
な
の
で
し
ょ
う
か
。

備
蓄
倉
庫
な
ど
が
し
っ
か
り
備
え
ら
れ
て

い
る
の
か
教
え
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、

防
災
無
線
が
、
磯
原
中
学
校
は
と
て
も
う

る
さ
く
聞
こ
え
ま
す
。
一
方
で
、
何
を
言

っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
も
し
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
も
困
る
の
で
、
設

置
場
所
を
増
や
す
な
ど
対
策
を
と
っ
て
欲

し
い
で
す
。

答
避
難
所
は
、
学
校
や
公
民
館
、
集
会
所

等
で
、
毎
日
使
用
し
て
い
る
施
設
な
の
で

安
全
で
す
。
備
蓄
倉
庫
は
避
難
所
に
10
カ

所
、
市
役
所
内
に
２
カ
所
整
備
し
、
非
常

食
等
、
５
千
人
分
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
整
備
状
況
は
、
市
内
61

カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、
今
後
、
難
聴
区

域
解
消
の
た
め
、
８
カ
所
の
増
設
を
し
ま

す
。
ま
た
、
音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
、

防
災
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
開
始
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
【
総
務
部
長
】

問
下
相
田
交
差
点
か
ら
華
川
中
学
校
前
ま

で
の
県
道
は
、
道
幅
が
狭
く
、
自
転
車
と

歩
行
者
が
す
れ
違
う
の
に
危
な
い
と
き
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
街
灯
が
つ
い
て
い
る

の
で
す
が
、
高
い
位
置
に
つ
い
て
い
る
の

で
、
暗
い
感
じ
が
し
ま
す
。
不
審
者
が
出

る
危
険
が
あ
る
の
で
、
直
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

答
茨
城
県
が
管
理
す
る
歩
道
未
整
備
の
区

間
で
あ
り
、
現
在
改
良
実
施
中
で
す
。
街

路
灯
の
整
備
は
、
現
地
を
確
認
し
て
改
善

を
し
ま
し
た
。　
　
　
【
都
市
建
設
部
長
】

問
体
育
館
の
ト
イ
レ
は
建
物
の
外
部
に
設

置
し
て
あ
り
、
い
つ
で
も
誰
で
も
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
は
古

い
の
で
、
衛
生
的
で
利
用
し
や
す
い
ト
イ

レ
を
早
急
に
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
ト
イ
レ
は
、
体
育
館
と
一
緒
に
昭
和
60

年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま

す
が
、
新
設
の
計
画
は
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
使
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
を

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

【
教
育
次
長
】

問
中
郷
第
一
小
学
校
に
は
、
以
前
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
の
ぼ
り
棒
が
あ
り
ま
し
た
が
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
で
使
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

磯
原
中
１
年　

吉
田
　
慶
次
郎
さ
ん
　

華
川
中
２
年　

山
縣
　
正
人
さ
ん
　

石
岡
小
６
年　

石
川
　
綾
夏
さ
ん
　

中
一
小
６
年　

内
田
　
七
波
海
さ
ん
　

北
茨
城
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

県
道
の
歩
道
や
街
灯
の
整
備
に
つ
い
て

体
育
館
ト
イ
レ
の
改
善
に
つ
い
て

遊
具
の
設
置
に
つ
い
て

の
ぼ
り
棒
の
設
置
を
希
望
し
ま
す
。

答
中
郷
第
一
小
学
校
の
の
ぼ
り
棒
に
つ
い

て
は
腐
食
が
進
み
危
険
な
状
態
と
な
っ
た

た
め
、
昨
年
撤
去
を
し
ま
し
た
。
早
急
に

設
置
し
ま
す
。　
　

【
市
長
、
教
育
次
長
】
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子ども議会

問
市
民
野
球
場
の
ト
イ
レ
が
や
や
暗
く
、

汚
れ
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
使
用
者
の
意

識
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が
心
地

よ
く
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
明
る
い
イ
メ

ー
ジ
で
き
れ
い
な
ト
イ
レ
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

答
市
民
野
球
場
の
改
修
や
大
規
模
な
ト
イ

レ
改
修
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常

の
清
掃
の
な
か
で
創
意
工
夫
を
し
、
今
以

上
に
明
る
く
清
潔
な
施
設
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
の
国

体
開
催
ま
で
に
は
改
修
整
備
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
【
市
長
、
教
育
次
長
】

問
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
く
つ
箱
は

と
て
も
古
い
の
で
表
面
の
う
す
い
板
が
は

が
れ
て
い
た
り
、
仕
切
り
の
板
が
割
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。
登
校
し
た
と
き
の
気
分

が
明
る
く
な
る
よ
う
、
く
つ
箱
を
新
し
く

明
る
い
も
の
に
か
え
て
ほ
し
い
で
す
。

答
く
つ
箱
が
明
る
く
使
い
や
す
い
も
の
に

な
る
よ
う
に
、
改
修
を
進
め
て
い
き
ま
す

が
、
児
童
の
皆
さ
ん
や
先
生
も
協
働
し
て

改
善
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
市
長
、
教
育
次
長
】

問
大
雨
が
降
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
池
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
排
水
溝
が
土

に
埋
ま
り
流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

排
水
溝
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

排
水
溝
の
フ
タ
が
な
く
、
危
険
な
の
で
フ

タ
の
設
置
も
お
願
い
し
ま
す
。

答
側
溝
に
詰
ま
っ
た
砂
は
、
生
徒
の
皆
さ

ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
撤
去
作
業

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

側
溝
の
蓋
掛
け
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

実
施
し
ま
す
。　
　

【
市
長
、教
育
次
長
】

問
中
郷
第
一
小
学
校
の
学
区
に
は
、
通
学

路
に
街
灯
が
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

安
全
に
下
校
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

街
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
早
期
に
、
防
犯
灯
が
設
置
で
き
る
よ
う
、

電
力
会
社
に
お
願
い
し
、
危
険
と
思
わ
れ

る
箇
所
か
ら
計
画
的
に
防
犯
灯
の
設
置
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

【
市
長
、
市
民
福
祉
部
長
】

問
２
年
後
に
僕
た
ち
が
通
う
関
本
第
一
小

学
校
は
、
富
士
ケ
丘
小
学
校
、
関
本
中
学

校
と
一
緒
に
な
り
、
小
中
一
貫
校
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
緒
に
な
っ
て
も
、
児

童
数
、
生
徒
数
は
少
し
し
か
増
え
ま
せ
ん
。

精
華
小
６
年　

近
藤
　
宏
紀
さ
ん
　

中
妻
小
６
年　

武
田
　
楓
さ
ん
　

中
郷
中
２
年　

志
賀
　
柚
希
さ
ん
　

中
一
小
６
年　

大
貫
　
翔
真
さ
ん
　

関
一
小
６
年　

五
十
嵐
　
友
弥
さ
ん
　

市
民
野
球
場
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

昇
降
口
の
く
つ
箱
の
設
置
に
つ
い
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て

関
本
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

今
、
関
本
中
で
は
、
人
数
が
少
な
い
た
め

部
活
動
の
選
択
肢
が
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
児
童
数
、
生
徒
数
が
増
え
る
よ
う
に

何
か
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

答
部
活
動
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
生
徒
さ

ん
と
先
生
方
で
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
児
童

生
徒
数
の
増
加
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
道

６
号
バ
イ
パ
ス
や
北
部
幹
線
道
路
の
延
伸

や
ま
た
、
市
道
北
町
・
関
本
中
線
の
整
備

な
ど
都
市
基
盤
の
拡
充
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
人
口
増
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
市
長
、
教
育
長
】

議長　大友　未奈瑠さん
（常北中２年）
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問
旧
永
谷
園
の
空
き
地
脇
の
歩
道
が
、
カ

ー
ブ
に
な
っ
て
い
て
見
通
し
が
悪
い
上
、

道
が
狭
く
、
危
険
な
の
で
歩
道
を
広
く
し

て
ほ
し
い
で
す
。

答
道
路
を
管
理
し
て
い
る
茨
城
県
で
は
、

こ
の
歩
道
を
広
げ
る
た
め
に
土
地
の
調
査

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

歩
道
を
広
げ
る
事
業
に
は
、
道
路
沿
い

の
土
地
所
有
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。
こ

の
作
業
に
は
、
市
も
県
に
協
力
し
、
早
急

に
歩
道
が
完
成
す
る
よ
う
努
力
中
で
す
。

　
【
市
長
、
都
市
建
設
部
長
】

問
磯
原
駅
西
口
も
東
口
も
、
駅
前
に
空
き

店
舗
が
あ
り
ま
す
。
何
か
さ
び
し
く
、
活

気
が
な
い
の
で
、
お
店
を
誘
致
し
て
ほ
し

い
で
す
。
雨
の
時
で
も
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
施
設
を

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

答
新
図
書
館
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
人
が
集
ま
れ
ば
活
気
が
出
て
き

ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
に
店
舗
展
開
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　

【
環
境
産
業
部
長
】

問
学
校
の
北
側
に
開
通
し
た
道
路
は
、
五

浦
に
抜
け
る
予
定
で
す
が
、
現
在
は
狭
く

て
坂
の
多
い
道
路
が
通
学
路
に
な
っ
て
い

ま
す
。
安
全
面
か
ら
考
え
、
ぜ
ひ
、
早
期

着
工
、
完
成
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
こ
の
道
路
は
、
大
震
災
後
避
難
道
路
と

し
て
、
国
に
要
望
し
ま
し
た
が
生
活
道
路

と
指
定
さ
れ
た
の
で
、
道
路
の
取
り
付
け

先
な
ど
を
含
め
整
備
検
討
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
間
、
注
意
し
な
が
ら
、
安
全

な
通
学
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
長
、
都
市
建
設
部
長
】

問
市
で
は
、
地
震
・
津
波
の
災
害
時
に
備

え
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
、

市
民
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
対
策

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
、

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
被
害
に
遭
遇
す
る

の
は
北
茨
城
市
民
だ
け
で
な
く
、
観
光
に

来
た
人
や
地
域
を
よ
く
知
ら
な
い
人
た
ち

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
誰
も
が
安
全
に
速

や
か
に
非
難
す
る
た
め
に
は
、
道
路
沿
い

の
要
所
、
要
所
に
避
難
経
路
標
識
を
増
設

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
東
日
本
大
震
災
の
状
況
を
踏
ま
え
、
特

問
華
川
小
の
学
区
内
で
、
バ
ス
に
乗
る
た

め
に
歩
き
、
疲
れ
て
地
面
に
座
り
込
ん
だ

り
縁
石
に
座
っ
た
り
し
て
い
る
お
年
寄
り

を
何
度
か
見
か
け
、
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

関
本
中
２
年　

松
本
　
茉
桜
さ
ん
　

精
華
小
６
年　

大
友
　
葵
衣
さ
ん
　

常
北
中
２
年　

飯
村
　
勇
太
さ
ん
　

大
津
小
６
年　

安
島
　
柚
希
さ
ん
　

華
川
小
６
年　

柳
生
　
美
斗
さ
ん
　

旧
永
谷
園
の
空
き
地
脇
の
歩
道
つ
い
て

磯
原
駅
前
の
空
き
店
舗
に
つ
い
て

バ
ス
の
利
用
方
法
と
ベ
ン
チ
設
置
に
つ
い
て

道
路
沿
い
で
手
を
挙
げ
た
ら
バ
ス
に
乗
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
し
た
り
、
バ
ス
停
に

ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
華
川
地
区
は
、
フ
リ
ー
乗
降
区
間
で
バ

ス
停
以
外
の
場
所
で
も
自
由
に
乗
降
で
き

ま
す
。
も
っ
と
市
巡
回
バ
ス
の
利
用
方
法

の
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ベ
ン
チ
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
な
ど
を
考

慮
し
、
北
茨
城
特
別
支
援
学
校
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
設
置
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
【
市
民
福
祉
部
長
】

常
北
中
学
校
ま
で
の

避
難
経
路
標
識
の
増
設
に
つ
い
て

学
校
か
ら
五
浦
に
抜
け
る
道
路
の

早
期
着
工
、
完
成
に
つ
い
て

に
沿
岸
部
で
の
津
波
避
難
誘
導
を
強
化
す

る
た
め
、
高
さ
10
ｍ
、
ス
ペ
ー
ス
50
㎡
、

１
０
０
人
収
容
で
き
る
避
難
タ
ワ
ー
を
建

設
し
ま
し
た
。
今
後
、
避
難
道
路
の
整
備

と
併
せ
て
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。　

【
総
務
部
長
】

副議長　齋藤　天汰さん
（関本中２年）
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子ども議会

問
平
潟
小
学
校
に
は
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
図
書
室
で
読
書
を
す
る
の
が
大

好
き
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
本
が
あ
れ
ば
、

ま
す
ま
す
図
書
室
へ
行
く
の
が
楽
し
く
な

る
の
で
、
図
書
室
の
本
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。

答
各
学
校
で
も
、図
書
室
が
使
い
や
す
く
な

る
よ
う
に
と
学
校
の
先
生
の
ほ
か
に
、
図

書
事
務
員
の
先
生
が
図
書
室
の
整
理
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
意
欲
的
に
読
書
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
計
画
的
に
図
書
室
の

整
備
、
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。　

【
教
育
次
長
】

問
私
た
ち
の
学
区
に
は
い
く
つ
か
の
公
園

が
あ
り
ま
す
が
、
手
入
れ
が
十
分
で
は
な

く
、
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
で
は
な
い
で

す
。
関
南
小
学
区
の
仁
井
田
浜
公
園
に
は

水
飲
み
場
や
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
せ

っ
か
く
公
園
が
あ
る
の
で
、
お
年
寄
り
や

小
さ
な
子
供
も
安
心
し
て
楽
し
く
遊
べ
る

よ
う
に
公
園
を
整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
仁
井
田
浜
公
園
を
利
用
の
際
に
は
、
海

鳥
公
園
の
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
公
園
を
”安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
“
と
す
る
た
め
、
遊
具
等
の
修
繕
や
、

市
内
１
０
１
カ
所
あ
る
公
園
の
ト
イ
レ
整

備
な
ど
計
画
的
に
新
設
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
市
長
、
都
市
建
設
部
長
】

問
中
郷
中
学
校
の
放
送
機
器
は
、
大
変
古

く
、
全
校
放
送
の
時
や
、
テ
ス
ト
の
リ
ス

ニ
ン
グ
の
時
な
ど
に
突
然
故
障
し
て
し
ま

い
、
各
ク
ラ
ス
に
ラ
ジ
カ
セ
を
お
い
て
、

リ
ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。急
い
で
、修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
早
速
、
放
送
機
器
の
状
態
を
調
べ
て
、
修

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に

よ
っ
て
は
、
機
器
の
交
換
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
【
教
育
次
長
】

問
明
徳
小
学
校
か
ら
木
皿
保
育
所
に
行
く

ま
で
の
道
路
が
、
と
て
も
せ
ま
く
て
怖
い

で
す
。
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
小

さ
い
１
、２
年
生
に
と
っ
て
も
危
険
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
道
路
を
少
し
で
も
広
く

し
、
歩
行
者
が
歩
き
や
す
い
道
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

答
車
を
運
転
す
る
方
に
、警
察
や
交
通
安
全

運
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
通
じ
て
、
安

全
運
転
の
指
導
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
道
路
を
管
理
す
る
茨
城
県
に
、
低
学

年
の
生
徒
も
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う

平
潟
小
６
年　

大
熊
　
有
己
さ
ん
　

関
南
小
５
年　

草
野
　
巧
喜
さ
ん
　

中
郷
中
１
年　

高
野
　
莉
瑚
さ
ん
　

明
徳
小
６
年　

白
土
　
鈴
夏
さ
ん
　

図
書
室
の
本
の
増
加
に
つ
い
て

公
園
な
ど
の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

放
送
機
器
に
つ
い
て

上
相
田
地
区
の
道
路
に
つ
い
て

問
市
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ラ
ン
ド
セ

ル
を
６
年
間
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
使

中
二
小
６
年　

片
野
　
成
琉
さ
ん
　

入
学
時
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
い
て

え
る
状
態
で
す
。
ま
た
、
世
界
中
に
は
ラ

ン
ド
セ
ル
も
な
い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
使
い
終
わ
っ
た
ラ

ン
ド
セ
ル
を
北
茨
城
市
で
集
め
て
、
困
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答
ラ
ン
ド
セ
ル
を
送
る
活
動
は
、
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
や
ラ
ン
ド

セ
ル
の
製
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
希
望
な
ど
も
伺
い
な
が
ら
、
実
施
に
向

け
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
市
民
福
祉
部
長
】

な
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。　
　
　
　
【
都
市
建
設
部
長
】
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問
平
成
27
年
度
末
で
、
富
士
ケ
丘
小
学
校

が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
跡
地
を
子
ど
も

た
ち
が
遊
ん
だ
り
交
流
し
た
り
す
る
場
所

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

答
学
校
の
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

そ
の
有
効
利
用
を
は
か
る
た
め
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
富
士
ケ
丘
小

学
校
は
、
芸
術
系
大
学
の
研
修
施
設
と
し

て
整
備
し
、
関
本
第
一
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
北
部
地
区
の
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

と
、
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
跡
地
の
有
効
活
用
に
努

め
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
【
教
育
長
】

問
社
会
科
で
、
過
疎
や
過
密
に
つ
い
て
勉

富
士
ケ
丘
小
６
年　

神
白
　
直
紀
さ
ん
　

磯
原
中
２
年　

石
　
彩
香
さ
ん
　

富
士
ケ
丘
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

北
茨
城
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

強
し
ま
し
た
。
北
茨
城
に
人
を
呼
び
、
将

来
的
に
過
疎
に
し
な
い
た
め
に
、
観
光
資

源
を
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。
た
と
え
ば

茜
平
を
中
心
に
、
自
然
を
生
か
し
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
っ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
バ
ギ
ー
で
走
れ
る
コ

ー
ス
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
が
で
き
る
と
、
市
外
か
ら
の
お

客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
き
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

答
本
市
に
は
、
文
化
施
設
、
温
泉
施
設
、
体

験
施
設
と
数
多
く
の
観
光
の
目
玉
が
あ
り

ま
す
が
、
確
か
に
そ
の
観
光
資
源
を
生
か

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
資
源
を
今
以
上

に
活
用
し
、
観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
【
環
境
産
業
部
長
】

・
普
通
教
室
の
床
改
修
（
精
華
小
）

・
小
中
学
校
保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

・
駐
輪
場
へ
の
街
灯
増
設
（
関
本
中
）

・
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

・
プ
ー
ル
の
塗
装

（
中
一
小
、
中
二
小
、
中
郷
中
）

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

（
中
二
小
、
精
華
小
）

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
制
作

・
磯
原
中
央
公
園
の
遊
具
設
置

・
図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長

・
通
学
路
、
歩
道
の
段
差
改
善

・
図
書
室
へ
の
キ
ャ
レ
ル
デ
ス
ク
の
設
置

（
明
徳
小
、
磯
原
中
）

こ
れ
ま
で
の
子
ど
も
議
会
で

実
現
し
た
主
な
事
業

平成
27年

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

【
優
秀
賞
】

○
小
学
生
の
部

　
　

雨
谷　

善
太
（
中
二
小
１
年
）

　
　

大
平　

優
斗
（
精
華
小
２
年
）

　
　

伊
澤　
　

耀
（
大
津
小
３
年
）

　
　

北
郷　

來
彩
（
中
二
小
４
年
）

　
　

村
田　

遥
紀
（
中
二
小
５
年
）

　
　

小
町　

彩
葉
（
精
華
小
６
年
）

○
中
学
生
の
部

　
　

西　

さ
く
ら
（
中
郷
中
１
年
）

　
　

小
室　

真
綾
（
磯
原
中
２
年
）

　
　

大
森　

陽
菜
（
磯
原
中
３
年
）

問
総
務
課
防
災
安
全
係（大

平
）
内
３
３
９

【
最
優
秀
賞
】

　

小
学
校
か
ら
83
点
、
中
学
校
か
ら
17
点

の
応
募
が
あ
り
、
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

小学生の部
佐川　琴望

（中一小４年）

中学生の部
征矢　水晶

（磯原中２年）



読書感想画・感想文入選者決定読書感想画・感想文入選者決定第25回

山野邉　聖（中一小１年）　豊田　　尊（中一小１年）
原田　稔己（石岡小２年）　及川　珠央（中二小２年）
鈴木　晟眞（精華小３年）　藤田　七海（中一小３年）
長瀬　莉里（精華小４年）　佐藤　和真（関一小４年）
鈴木　　凜（中二小５年）　吉田　　翔（関一小５年）
豊田　莉子（精華小６年）　須田　千遥（精華小６年）

〈小学生の部〉

小林　礼佳（磯原中１年）　佐藤　大斗（常北中１年）
山縣　俊平（磯原中２年）　實川　眞空（常北中２年）
加戸　友崇（常北中３年）　滝　　　望（中郷中３年）

〈中学生の部〉

●読書感想文 応募総数 1435点

　市立図書館で第25回読書感想画と感想文のコンクールが行われ、次のとおり入選者が決まりました。（敬称略）。

●読書感想画 応募総数 441点

わたしのワンピース
箕輪　蒼波（中一小１年）

世界一美しいぼくの村
長山　亜紀
（中一小４年）

ペガサスにのって
河西　妃那（精華小２年）

ミスターワッフル
山野邉　天（中一小３年）

モチモチの木
庄司さくら（大津小３年）

ムジナ探偵局
鈴木　貴史
（明徳小５年）

おおきなかぶ
豊田　莉子
（中一小６年）

黒﨑　創太
渡辺　大翔
（精華小５年）

■
第
３
部
（
小
学
５
、６
年
生
）

　

あ
な
た
の
そ
な
え
は
大
丈
夫
？

亘理　佑菜
（中一小４年）

■
第
２
部
（
小
学
３
、４
年
生
）

　

教
え
て
、
み
ん
な
の
勉
強
へ
の
意
欲

鈴木　咲々
（中二小２年）

■
第
１
部
（
小
学
１
、２
年
生
）

　

み
ん
な
大
す
き
虫

小川　莉穂
（中一小４年）

■
パ
ソ
コ
ン
の
部
（
小
中
共
通
）

　

み
ん
な
で
さ
ら
に
良
い
学
校
に

私
た
ち
の
中
郷
第
一
小
学
校

　

統
計
に
興
味
を
持
ち
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
す
る
小
中
学
校
統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
11
月
26
日
に

行
わ
れ
、
１
０
４
作
品
２
５
５
人
の
応
募

か
ら
、
４
作
品
５
人
の
皆
さ
ん
が
市
長
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

（
豊
田
）
内
２
３
３

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
お
め
で
と
う
！

！！
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問 市立図書館（宇梶）
　　　☎ 42 − 1451
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市
・
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告
は
お
早
め
に

２
月
13
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
申
告
い
た
だ

く
た
め
、
左
記
の
日
程
で
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
。
例
年
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
て

い
ま
す
（
申
告
期
限
間
近
は
特
に
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
）
の
で
、
で
き
る
だ
け
地

区
ご
と
の
指
定
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
に
用
意
し
た
受
付
名
簿
に
記
載
し

た
順
に
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
税
務

課
窓
口
で
の
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
税
務
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
「
市
民
税
・
県
民
税

申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
自
分
で
申
告

書
の
記
入
が
で
き
る
方
は
、
郵
送
ま
た
は

直
接
窓
口
へ
提
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

・
平
成
26
年
中
に
営
業
、
不
動
産
、
農
業
、

一
時
所
得
、
土
地
や
株
式
の
譲
渡
な
ど

の
所
得
が
あ
っ
た
方

・
中
途
就
職
、
退
職
な
ど
で
、
給
与
の
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
の
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市

役
所
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
平
成
26
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た
方
で
、

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
国
民
年
金
の

減
免
申
請
を
す
る
方
、
そ
の
他
所
得
証

明
な
ど
が
必
要
な
方

　
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の
提
出

　
申
告
に
必
要
な
も
の

　
年
金
所
得
者
の
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
署
で
の
申
告
相
談

確
定
申
告
で
使
用
す
る
社
会
保
険
料
の

納
入
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

　
申
告
が
必
要
な
方

・
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
や
雑
損
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

・
申
告
書
、
認
印

・
源
泉
徴
収
票
、
事
業
主
の
支
払
証
明
書
、

収
入
明
細
書
、
帳
簿
な
ど
の
所
得
の
計

算
に
必
要
な
書
類
（
事
前
に
集
計
し
た

う
え
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

・
社
会
保
険
料
を
納
め
た
こ
と
が
分
か
る

領
収
書
ま
た
は
証
明
書
、
生
命
保
険
料

や
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
医
療
費

の
領
収
書
（
医
療
機
関
別
、
薬
局
別
に

個
々
人
の
一
年
間
の
合
計
金
額
を
事
前

に
集
計
し
た
う
え
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

と
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明

　

平
成
26
年
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金

額
の
合
計
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
不
要
で
す
が
、
次
に
該
当
す
る
方

は
市
・
県
民
税
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
生
命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
い
る
も
の
以
外

の
社
会
保
険
料
等
の
適
用
を
受
け
る
方

・
公
的
年
金
等
以
外
に
所
得
が
あ
る
方

　
（
20
万
円
以
下
の
所
得
を
含
む
）

な
お
、
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

細
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
ま
た
は
福
祉
事
務
所
か
ら
交
付
さ

れ
た
認
定
書

・
所
得
税
の
還
付
の
申
告
を
す
る
方
は
還

付
先
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
（
申

告
者
本
人
名
義
に
限
る
）

問
税
務
課
市
民
税
係

（
鈴
木
、
中
野
）
内
１
５
１

　

平
成
26
年
分
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
、

贈
与
税
の
申
告
相
談
を
、
２
月
12
日
㈭
か

ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
行
い
ま
す
（
２
月
22

日
、
３
月
１
日
は
日
曜
日
で
す
が
、
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
土
曜
日

曜
は
行
い
ま
せ
ん
）。

○
と
き　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

マ
ー
ブ
ル
ホ
ー
ル
会
議
室

（
日
立
市
幸
町
１
‐
21
‐
１
）

※
確
定
申
告
書
は「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

を
参
考
に
、
自
分
で
正
し
く
作
成
し
、
で

き
る
だ
け
郵
送
な
ど
で
お
早
め
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

し
た
申
告
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
日
立
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
21
‐
６
３
４
６

65
歳
以
上
の
方
の

　

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
身
体
等
に
障
害
の
あ
る

方
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
寝

た
き
り
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
に
あ

る
方

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
方
法　
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
左

記
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
者
支
援
係

（
神
長
）
内
１
２
１

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
方

で
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
入
証
明
書

が
必
要
な
方
は
、
左
記
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
中
の
納
付
済
み
額
（
年
金
天

引
き
分
を
除
く
）の
証
明
書
に
な
り
ま
す
。

申
問
国
民
健
康
保
険
税
は
…

　

保
険
年
金
課
保
険
係

（
石
井
）
内
１
８
２

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
…

　

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
細
金
、
芳
賀
）
内
１
８
７

　
　

介
護
保
険
料
は
…

　

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
山
縣
）
内
１
２
５
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平成27年 申告相談日程表

期　　日 受 付 会 場 対 象 地 区

2月 13日㈮

花園地域
交流センター

花　園
（午前9時30分〜 11時30分）

才丸農村
集落センター

才　丸
（午前9時30分〜 11時30分）

小川田園都市
センター

小　川
（午後2〜 3時）

16日㈪ 平潟町公民館 平潟町全域

17日㈫
関本多目的
研修集会所

関本町（小川、才丸を除く）

18日㈬ 大津町公民館 大津町（北町を除く）

19日㈭
関南多目的
集会所

仁井田、里根川、大津町北町

20日㈮ 神岡上、神岡下、関本下

23日㈪ 華川町公民館
華川町

（花園・臼場・車800番地〜を除く）

24日㈫

中郷多目的
集会所

小野矢指、粟野、日棚

25日㈬ 石岡、松井

26日㈭ 汐見ケ丘

27日㈮ 上桜井、下桜井、足洗

3月 2日㈪

市 役 所
４階会議室

臼場、車800番地〜

3日㈫ 内野、大塚

4日㈬ 木皿、上相田

5日㈭ 豊田、本町、磯原１〜６丁目

6日㈮ 磯原１〜1899番地

8日㈰ 市内全域

9日㈪ 磯原1900番地〜

10日㈫

市内全域

11日㈬

12日㈭

13日㈮

15日㈰

16日㈪

○受付時間：２月 27 日まで（13 日を除く）
　　　　　　…午前 8：30 〜 11：30、午後 1：00 〜 3：00
　　　　　　３月２〜 16 日
　　　　　　…午前 8：30 〜 11：30、午後 1：00 〜 4：00
　受付は到着順となり、時間帯によってはお待ちいただく場
合もありますので、予めご了承ください。
※３月８日、15日は日曜日ですが、申告相談を行います。
　それ以外の土日は行いません。

　平成 27、28 年度に市が発注する工事、委託、物
品購入等の入札参加に必要な入札参加資格審査申請
書を受け付けます。入札参加を希望する方は、次の
期間内に申請してください。
○受付期間　２月２日㈪～ 27 日㈮
　郵送可、土日祝日は窓口受付不可
※申請様式などは、ホームページからダウンロード

できます。
問 総務課内
　建設工事、コンサルタント等は…
　　契約検査室（薄井）内３３５、３３６
　物品、役務の提供は…
　　管財係（神永）内３３１、３３２

　里根川水系及び江戸上川水系の県が管理している
河川を対象に、洪水対策に関すること（治水）、農
業用水などの河川水の利用に関すること（利水）、
河川環境の保全に関すること（環境）などについて
河川整備基本方針および河川整備計画を作成してい
ます。計画に地域の皆さんのご意見を反映させるた
め、計画の原案を公表していますので、ご覧のうえ、
ご意見をお聞かせください。
○縦覧期間　１月６日㈫～１月 20 日㈫
　（土日祝日は除く）
○縦覧場所　市役所建設課、高萩工事事務所
　※縦覧期間中に茨城県土木部河川課ホームページ

でも原案がご覧になれます。
問 建設課　内２４３、２４４
　高萩工事事務所 河川整備課　☎ 22 − 2250

　市役所が還付金の受取りのためにＡＴＭの操作を
求めることはありません。このような電話がかかっ
てきたら、絶対に指示に従わず、市役所や最寄りの
警察署などにご相談ください。
問 保険年金課 保険係（中村）内１８１

平成27、28年度分

受付は2月2日〜27日
入札参加申請（定期受付分）

現在作成中の「里根川水系及び江戸上
川水系河川整備基本方針・河川整備計
画」へのご意見を広く募集しています

市役所職員などを装った
不審電話にご注意ください！

携帯電話を持ってATMへ行っては

詐欺です！
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【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

　平成 27 年４月からの子ども・子育て支援新制度における保育料は、国が定める額を上限として、市町村が定め
ることとされています。
　市では、現行制度の保育料を参考に検討をしてきましたが、次のとおり、新制度の保育料（案）を策定しました
ので、お知らせします。
　なお、現時点での案ですので、今後、変更となる場合もあります。

○ご注意ください
①平成 27 年４月～８月の保育料は平成 26 年度（平成 25 年中の収入）の市町村民税額、９月～平成 28 年３月の

保育料は平成 27 年度（平成 26 年中の収入）の市町村民税額に基づいて決定されます。
②この表にある保育料は第１子（１人目）のものです。以下の場合には保育料が軽減されます。
・１号認定の保育料の場合
　小学校３年生以下の子どもから順に数え、２人目になる場合には半額、３人目以降の場合には無料
・２号及び３号認定の保育料の場合
　保育所等の施設を利用する就学前の児童から順に数え、２人目になる場合には半額、３人目以降の場合には無料
③保育料以外にも、施設ごとに別途費用が発生する場合があります。
④新制度に移行しない私立幼稚園の保育料については、これまでどおり各幼稚園が定める保育料を支払うことにな

ります（ただし、市内に該当する施設はありません。）。
問 社会福祉課 保育係　（赤沼、鈴木）内１３８

【新制度の３つの認定区分をご確認ください】

※詳しくは、広報１０月号をご覧ください。

◆ １号認定
（教育標準時間認定） … 満３歳以上で、教育を希望する場合 

（幼稚園・認定こども園を利用）

◆ ２号認定
（保育認定） … 満３歳以上で、「保育の必要な事由」に該当し、保育を希望する場合 

（保育所・認定こども園を利用）

◆ ３号認定
( 保育認定 ) … 満３歳未満で、「保育の必要な事由」に該当し、保育を希望する場合 

（保育所・認定こども園等を利用）

子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について子ども・子育て支援新制度における保育料（案）について

　

市
で
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け

る
方
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
事
務
職
を
は
じ

め
北
茨
城
市
の
た
め
に
働
き
た
い
方
は
、
ご
登
録

お
願
い
し
ま
す
。

※
臨
時
職
員
を
採
用
す
る
際
、
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
て
い
る
方
の
中
か
ら
条
件
に
あ
っ
た
方
を
面
接

等
に
よ
り
任
用
の
決
定
を
し
ま
す
。
な
お
、
登
録
し
た
こ
と
で
す
ぐ

に
任
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
応
募
職
種　

事
務
職
、
専
門
職
（
保
育
士･

保
健
師
な
ど
）、
現

業
職
（
作
業
員
・
調
理
員
・
用
務
員
な
ど
）

○
応
募
資
格　

左
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

 

・
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

 

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
方

 

・
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該

処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
方

 

・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
方

○
勤
務
条
件
等

 

・
任
用
期
間　

６
ヶ
月
以
内
（
更
新
有
り
、
最
長
１
年
）

 

・
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

　

※
業
務
に
よ
り
勤
務
時
間
は
異
な
り
ま
す

 

・
賃
金　

業
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す

 

・
交
通
費　

２
㎞
以
上
の
方
で
交
通
用
具
を
使
用
し
て
い
る
方
に
距

離
に
応
じ
て
支
給

 

・
福
利
厚
生　

社
会
保
険
制
度
、
年
次
有
給
休
暇
制
度
有
り

 

・
そ
の
他　

勤
務
条
件
は
業
務
に
よ
り
異
な
り
ま
す

○
申
込
方
法　

市
指
定
の
履
歴
書
、
申
出
書
等
（
人
事
課
備
付
）
に

必
要
事
項
を
記
載
し
て
人
事
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
登
録
期
間　

履
歴
書
等
を
提
出
し
て
か
ら
１
年
間

○
そ
の
他　
４
月
１
日
か
ら
任
用
す
る
職
種
等
詳
細
は
、
２
月
５
日

に
決
定
し
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、
人
事
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
人
事
課
人
事
厚
生
係 

（
安
島
、
鈴
木
）
内
２
２
２

臨時職員の

登録募集



15　広報　きたいばらき　１月号

北茨城市役所　☎43ー1111

１号認定の保育料（案）

２号及び３号認定の保育料（案）
国 市

階層区分 定義
3 歳未満 3 歳以上

階層区分 定義
3 歳未満 3 歳 4 歳以上

保育 
標準時間

保育 
短時間

保育 
標準時間

保育 
短時間

保育 
標準時間

保育 
短時間

保育 
標準時間

保育 
短時間

保育 
標準時間

保育 
短時間

第１階層 生活保護世帯 0 0 0 0 第１階層 生活保護世帯 0 0 0 0 0 0 

第２階層 市町村民税 
非課税世帯 9,000 9,000 6,000 6,000 第２階層 市町村民税 

非課税世帯 8,000 8,000 6,000 6,000 6,000 6,000 

第３階層 所得割課税額 
48,600 円未満 19,500 19,300 16,500 16,300 

第３階層 市町村民税 
均等割のみ課税世帯 15,000 14,700 13,000 12,800 12,000 11,800 

第４階層 所得割課税額 
24,300 円未満 17,000 16,700 15,000 14,700 14,000 13,800 

第５階層
所得割課税額 

24,300 円以上 
48,600 円未満

19,500 19,200 16,500 16,200 15,500 15,200 

第４階層
所得割課税額 

48,600 円以上 
97,000 円未満

30,000 29,600 27,000 26,600 

第６階層
所得割課税額 

48,600 円以上 
72,800 円未満

22,500 22,100 19,500 19,200 18,500 18,200 

第７階層
所得割課税額 

72,800 円以上 
97,000 円未満

26,000 25,600 22,000 21,600 20,500 20,200 

第５階層
所得割課税額 

97,000 円以上 
169,000 円未満

44,500 43,900 41,500 40,900 

第８階層
所得割課税額 

97,000 円以上 
133,000 円未満

29,500 29,000 24,500 24,100 23,000 22,600 

第９階層
所得割課税額 

133,000 円以上 
169,000 円未満

33,000 32,400 27,000 26,500 25,000 24,600 

第６階層
所得割課税額 

169,000 円以上 
301,000 円未満

61,000 60,100 58,000 57,100 

第10階層
所得割課税額 

169,000 円以上 
212,700 円未満

36,500 35,900 29,500 29,000 27,000 26,500 

第11階層
所得割課税額 

212,700 円以上 
256,400 円未満

40,000 39,300 32,000 31,500 28,500 28,000 

第12階層
所得割課税額 

256,400 円以上 
301,000 円未満

44,000 43,300 34,000 33,400 30,000 29,500 

第７階層
所得割課税額 

301,000 円以上 
397,000 円未満

80,000 78,800 77,000 75,800 第13階層
所得割課税額 

301,000 円以上 
397,000 円未満

48,000 47,200 36,000 35,400 30,000 29,500 

第８階層 所得割課税額 
397,000 円以上 104,000 102,400 101,000 99,400 第14階層 所得割課税額 

397,000 円以上 52,000 51,100 36,000 35,400 30,000 29,500 

国 市
階層 
区分 定義 保育料 階層 

区分 定義 保育料

第１ 
階層 生活保護世帯 0 第１ 

階層 生活保護世帯 0 

第２ 
階層

市町村民税非課税世帯 
（市町村民税所得割 

非課税世帯含む）
9,100 

第２ 
階層 市町村民税非課税世帯 3,000 

第３ 
階層

市町村民税 
均等割のみ課税世帯 6,000 

第３ 
階層

市町村民税所得割課税額 
77,100 円以下 16,100 第４ 

階層
市町村民税所得割課税額 

77,100 円以下 9,000 

第４ 
階層

市町村民税所得割課税額 
77,101 円以上 211,200 円以下 20,500 第５ 

階層
市町村民税所得割課税額 

77,101 円以上 211,200 円以下 13,000 

第５ 
階層

市町村民税所得割課税額 
211,201 円以上 25,700 第６ 

階層
市町村民税所得割課税額 

211,201 円以上 17,000 

（円）

（円）
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11
月
21
日
、中
郷
子
ど
も
の
家
で「
パ

ト
カ
ー
見
学
会
」
が
高
萩
警
察
署
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
が
１
台
ず
つ
子
ど

も
た
ち
の
目
の
前
に
登
場
。

　

初
め
て
近
く
で
見
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
興
味
津
々
の
様

子
で
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
に
触
っ
た
り
、

実
際
に
運
転

席
に
乗
っ
て

保
護
者
が
写

真
撮
影
を
す

る
な
ど
貴
重

な
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

11
月
22
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
常
に
隠
れ
た
エ
コ
に
つ
な
が
る

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
地
産
地
消
を
心
が

け
、
旬
の
も
の
を
使
っ
た
環
境
に
や
さ

し
い
調
理
方
法
な
ど
を
学
習
し
、
実
際

に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
サ
ラ
ダ
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
お
米
の
と
ぎ
汁
を
再
利

用
し
た
り
、
野
菜
の
皮
な
ど
を
使
っ
て

ス
ー
プ
を
作
る

な
ど
、
ご
み
や

C
O
2
を
削
減

で
き
る
方
法
を

学
び
な
が
ら
楽

し
く
調
理
し
ま

し
た
。

　
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
北
茨

城
大
会
２
０
１
４
」
が
11
月
16
日
に
市

民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
第
９
回
目
で
、
県
内
の
大

学
、
高
校
の
先
生
や
生
徒
、
事
業
所
、

市
内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
な
ど
が
講

師
と
な
り
、
29
ブ
ー
ス
の
出
店
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
、
小
学
生
を
中
心
に

１
８
５
０
名
の
来
場
者
が
あ
り
、「
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
等
の
化
石
の
レ
プ
リ
カ
づ

く
り
」、「
人
工
イ
ク
ラ
づ
く
り
」
や
「
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
づ
く
り
」
な
ど
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
第
３
回
ふ
る
さ
と
自
然

塾
「
栄
蔵
室
ウ
ォ
ー
ク
」
を
行
い
、
35

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
単
独
で
は

県
内
最
高
峰
の
栄
蔵
室
、
そ
の
山
頂
付

近
展
望
台
は
関
東
富
士
見
百
景
に
選
ば

れ
て
お
り
、
天
気
が
い
い
晴
れ
た
日
に

は
、
富
士
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
日
は
残
念
な
が
ら
、
富
士
山
を
き
れ

い
に
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
展

望
台
か
ら
の
景

色
や
紅
葉
を
楽

し
み
な
が
ら
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
ま
し
た
。

パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
に
わ
く
わ
く
！

毎
年
盛
況
「
科
学
の
祭
典
」
開
催

楽
し
く
美
味
し
く
環
境
保
全

絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ぼくも乗ったよ！
かっこいいでしょ♪

広報　きたいばらき　1月号　16
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　日々部活動をがんばっている中学生の皆さん。練習の成果を発揮し、素晴らしい成績をたくさん収めています。
今回は、その活躍の一部をご紹介します。

　皆さんは、茨城県中学校総合体育大会陸上競技の部や８月の日立記録会において優秀な成績を収め、平成
26年10月31日～ 11月2日に神奈川県横浜市日産スタジアムで行われた「第45回ジュニアオリンピック
陸上競技大会」に出場しました。

第45回ジュニアオリンピック陸上競技大会出場

県新人戦の女子８００ｍでは３
位に輝きました。

女子８００ｍ
中郷中学校　安  梨胡さん

県新人戦では女子 1500 ｍで５
位という成績を収めました。

女子１５００ｍ
中郷中学校　大堀 蘭夢さん

県新人戦で１位。この大会でも見
事７位という好成績を収めました。

女子砲丸投げ
磯原中学校　亀谷 実生さん

　平成 26 年 11 月 1 日～ 3 日に滋賀県大津市滋賀県立体育館で行われた「全日本卓球選手権大会カデット
の部」に次の 3 人が出場しました。

全日本卓球選手権大会カデットの部

茨城県予選会 14 歳
以下ダブルスの部で
４位という好成績を
収め、この全日本卓
球選手権大会に出場。

茨城県予選会 14 歳以
下男子シングルスで 2
位に輝き、この全日本
卓球選手権に出場。

女子ダブルスに出場
中郷中学校　竹ノ下 理奈さん　緑川 真未さん

男子シングルスに出場
磯原中学校　鈴木 涼太さん

　県内での活躍が認められた３人は、茨城県選抜チーム「オール茨城」の一員として、平成26年10月11
日～ 13日に千葉県成田市で行われた「第９回15Ｕ全国KB野球秋季大会」に出場しました。全国から32
チームが参加したこの大会でオール茨城はベスト８に輝きました。

第９回15U全国KB野球秋季大会出場

また、大塚 倭さん（磯原
中）は「第 45 回ジュニア
オリンピック陸上競技大
会」にも出場し、ジャベリ
ックスロー男子の部におい
て、8 位に輝きました！常北中学校

鈴木 空澄さん
常北中学校
星 恵太さん

磯原中学校
大塚 倭さん

目指せ　　2020東京オリンピック！目指せ　　2020東京オリンピック！目指せ　　2020東京オリンピック！
北茨城の中学生が全国大会で活躍！北茨城の中学生が全国大会で活躍！北茨城の中学生が全国大会で活躍！
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【 防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎ 43-3110 】

☎44-3616｠

介護予防フェスティバル
IN 北茨城 2015
介護予防フェスティバル
IN 北茨城 2015
介護予防フェスティバル
IN 北茨城 2015

○と　き　２月14日㈯
　　　　　午前10時～午後３時
○ところ　市民病院
○内　容　講演会、ミニ講話、
　　　　　介護予防体操など
　　　　　（軽食あり）
※申し込み不要です。
問茨城県理学療法士会
北茨城地域自立支援センター

～いつまでも生き活き、
自分らしくあるために～

北茨城市民病院の診療体制

平成 27 年 1 月 1 日現在
診 療 科 月 火 水 木 金 土 入院受入

内 科

午前
初診 油井・加藤

宮澤 市毛・横谷 後藤・横谷 植草・油井
細村

植草・油井
田口 渡邉・市毛

可予約 植草・藤枝 藤枝・宮澤 紅露・加藤 市毛 紅露・藤枝
渡邉 宮澤

午後 予約 植草・藤枝
渡邉 宮澤 紅露・藤枝

加藤
植草・細村

市毛
紅露・藤枝

渡邉 −

専 門 外 来 − − − − − 禁煙外来
油井（第１・３） −

循 環 器 内 科
13：00 〜 16：00

午前 山尾 油井・山尾 − 山尾 非常勤
（第１・３） 山尾

可
午後 − − − − 非常勤

（第１・３） −

呼 吸 器 科 午前 − − − − 非常勤
（第２・４） − −

外 科 午前 小出 田渕
（第２・３・５）

小池
田口

宇佐美
小池 小出 小池 可

産 婦 人 科
13：00 〜 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 可
（婦人科のみ）午後 小池 − − − − −

眼 科 午前 矢部（第１・３） − − − − −

小 児 科

午後の
診療開始時間は

2 時です

13：00 〜 16：00

一般
外来

午前 小宅 後藤 平木 後藤 後藤 後藤

−

午後 小宅 − 平木 小宅 平木

−
健診・注射 − 予防注射

後藤（午後） − 乳児健診
後藤（午後） −

専門外来
− − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

− − 慢性疾患
後藤（午後） − −

泌 尿 器 科 午前・午後 − − − 黒田 − − −

脳 神 経 外 科
午前 楠 金子

10:00 〜
布施 楠 楠・金子 −

−
午後 楠

13:00 〜 14:30
金子

13:00 〜 14:30
布施

13:00 〜 15:00
楠

13:00 〜 14:30
金子

13:00 〜 14:30
−

整 形 外 科
13：00 〜 16：00

午前 船山 白 田中 井上 鈴木 −
−

午後 船山 白 田中 井上
13:00 〜 15:00

鈴木 −

耳 鼻 咽 喉 科 午前 − − − 二之宮
30 人

− 中山 −

皮 膚 科
13：00 〜 16：00

午前 倉持 − − 倉持 − −
−

午後 倉持 − − − − −

歯科口腔外科
13：00 〜 16：00

午前 大森 大和地 大森 大森
吉田（第 2・4） 大森 大森

可
午後 大森 大和地 大森 大森

吉田（第 2・4） 大森 −

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をご持参ください。

【再来受付時間】午前8時から１１時まで（11月から変更しています）
　　　　　　　　（午後の受付時間は各診療科の下に記載）

【休診日】 第２・第４土曜日、日曜、祝日

●各科からのお知らせ
眼 科 糖尿病疾患の予約診療となります。1月は 13，20 日のみです。
小 児 科 県北地区小児救急は、日立総合病院に集約されています。受診の際は事前に電話連絡が必要です。☎ 0294 － 23 － 1111
整 形 外 科 水・金曜日は東京慈恵会病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
呼 吸 器 科 第２・４金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。

問北茨城市民病院　☎ 46−1121　医事課　田谷、井坂（内線 2256）

●外来担当医のご案内　※（網かけ　　　）は予約が必要です。



IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

行
政
の
お
知
ら
せ

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

介
護
認
定
訪
問
調
査
員（
嘱
託
）募
集

介
護
支
援
専
門
員（
嘱
託
）募
集

ひ
と
り
親
家
庭
で
新
入
学
す
る

お
子
さ
ん
に
入
学
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と
い
う
と

き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
の
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
ま
す
。

○
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
に
受
給
す
る
老

齢
年
金
の
ほ
か
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
る
障
害
年
金
や
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
に
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（
子
の

あ
る
配
偶
者
や
子
）
が
受
け
る
遺
族
年
金

が
あ
り
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

心
身
の
状
況
な
ど
要
介
護
認
定
に
必
要

な
事
項
を
訪
問
し
て
調
査
す
る
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　
１
人

○
応
募
資
格

　

①
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

　

②
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
師
、
看
護

師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
方

ま
た
は
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
介
護

業
務
経
験
者

○
雇
用
期
間　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

　
（
更
新
あ
り
、
最
長
４
年
程
度
）

○
申
込
締
切　
１
月
30
日
㈮

※
申
込
方
法
、
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
中
原
）
内
１
２
６

　

介
護
保
険
で
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ

れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
の

介
護
予
防
計
画
策
定
の
業
務
が
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　
１
人

○
対
象
者　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
と

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

○
雇
用
期
間　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

○
申
込
締
切　

２
月
27
日
㈮

申
問
高
齢
福
祉
課
内
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー 

（
鈴
木
）
内
１
２
１

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
（
母
子
、
父
子
家
庭
）
で
平

成
27
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お

子
さ
ん
に
入
学
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈

し
ま
す
。
対
象
の
方
は
１
月
30
日
㈮
ま
で

に
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

（
飯
樋
）
内
１
３
８　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

（
長
島
）
０
２
９

−

２
２
１

−

７
５
０
５

第
６
回
中
学
校
野
球

選
抜
対
抗
戦
北
茨
城
大
会

　

11
月
８
日
㈯
～
22
日
㈯　

市
民
野
球
場

　

①
常
北
中
学
校　

②
関
本
中
学
校

　

③
磯
原
中
学
校　

　

学
生
の
方
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

（
皆
川
）
内
１
８
６

　

日
立
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
４

−

24

−

２
１
２
５

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
58
回
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

（
高
校
・
一
般
の
部
）

　

11
月
２
日
㈰
、
23
日
㈰

　

サ
ッ
カ
ー 

ラ
グ
ビ
ー
場

　

①
南
国
育
ち　

②
Ｋ
Ｆ
Ｃ　

③
Ｎ
Ｏ
Ｋ

団体戦 第１位 第２位 団体戦 第１位 第２位
小学生低学年 明徳剣道 ― 中学生男子 中郷中Ａ 常北中

小学生 明徳剣道 中郷剣友会Ａ 中学生女子 中郷中 磯原中

個人戦 第１位 第２位 第３位
小学 1・2 年生 大和田聖奈 勇心館 渡辺紗弥 勇心館 大平優斗 明徳剣道 村山春樹 勇心館
小学 3・4 年生 百百謙秀 明徳剣道 新妻晃樹 明徳剣道 原　怜那 勇心館 岡田奈々 勇心館
小学 5・6 年生 岩﨑悠月 中郷剣友会 百百美澪 明徳剣道 岡田紫乃 勇心館 大和田笙太 勇心館

中学生男子 飯村勇太 常北中 田﨑　光 中郷中 小嶋佑斗 常北中 安東隼汰 磯原中
中学生女子 田﨑　瞭 中郷剣友会 長久保有加 中郷剣友会 佐藤愛唯 常北中 山下彩奈 中郷中

第 58 回市民剣道大会
11 月 22 日㈯　北茨城市民体育館

生涯学習課 スポーツ振興係（立原） ４２２

19　広報　きたいばらき　1月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111
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募  

集

■
茨
城
県
『
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の

町
の
た
か
ら
も
の
』
絵
画
展
巡
回
展

　
『
わ
た
し
の
町
の
た
か
ら
も
の
』
を
テ

ー
マ
と
し
、
県
内
小
中
学
校
の
児
童
、
生

徒
の
絵
画
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と
き　
１
月
20
日
㈫
～
24
日
㈯

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
北
茨
城
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
水
野
）

☎
㊻
５
５
０
７

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
文
化
祭

　
わ
く
わ
く
美
術
展
開
催
お
よ
び
作
品
募
集

○
と
き　

２
月
21
日
㈯
～
27
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

○
主
催　

　

茨
城
県
、
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

情
報
B
O
X

ま
な
び
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
指
導
講
師
を
募
集
し
ま
す

男
性
の
た
め
の
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
教
室

転
倒
予
防
・
認
知
症

予
防
運
動
教
室

　

市
内
の
学
習
希
望
者
に
対
し
、
長
年
の

経
験
に
よ
り
習
得
し
た
技
術
、
技
能
、
知

識
な
ど
を
教
授
出
来
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
講
師
の
新
規
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
講
師
は
、
平
成
27

年
度
ま
な
び
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
案
内

の
指
導
講
師
一
覧
に
掲
載
し
ま
す
。

○
指
導
分
野

　

①
自
然
科
学　

②
人
文
・
社
会
科
学　

　

③
産
業
・
技
術
・
職
業　

④
市
民
生
活

　

⑤
家
庭
生
活
・
趣
味　

⑥
芸
術
・
文
化

　

⑦
一
般
教
養　

⑧
ス
ポ
ー
ツ

○
登
録
方
法　
１
月
23
日
㈮
ま
で
に
左
記

　

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
問
生
涯
学
習
課
内 

ま
な
び
す
と
ア
カ

　

デ
ミ
ー
事
務
局　

（
鈴
木
）
内
４
３
２

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
生
き
生
き
と
過
ご

す
た
め
に
、
男
性
だ
け
の
運
動
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
参
加
無
料
）

○
と
き　

２
月
16
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
30
分
か
ら
）

○
と
こ
ろ　

汐
見
ケ
丘
望
海
会
館

○
募
集
人
数　

先
着
25
人

○
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
男
性

で
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な

い
方

○
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
用

運
動
靴
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
高
齢
福
祉
課
内
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー 

（
篠
原
）
内
１
２
２

　

頭
を
使
っ
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
、
認

知
症
予
防
に
も
な
る
っ
て
ご
存
知
で
す

か
？
ど
ん
な
運
動
な
の
か
経
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
と
き　

２
月
23
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　

受
付　

午
前
９
時
30
分
か
ら

○
と
こ
ろ　

平
潟
町
公
民
館

案  

内

○
内
容　

転
倒
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の

運
動
実
技

○
募
集
人
数　

先
着
25
人

○
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
医
師

か
ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内
用

運
動
靴
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

申
問
高
齢
福
祉
課
内
地
域
包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー 

（
篠
原
）
内
１
２
２

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

○
と
き　

２
月
16
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

「
ひ
き
こ
も
り
と
統
合
失
調
症
に
つ
い
て
」

○
講
師　

内
田 

太
一
氏

　
　
　
　
（
内
田
医
院
精
神
科
医
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

○
申
込
締
切　

２
月
９
日
㈪
ま
で

申
問
健
康
づ
く
り
支
援
課
（
板
橋
）

内
１
９
６

【
作
品
募
集
】

○
対
象
者　

60
歳
以
上
で
県
内
在
住
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
方

○
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真
（
出
品
者
に
よ
り
創

作
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の
）

※
出
展
数
は
部
門
を
問
わ
ず
１
人
１
点

○
募
集
期
間　
１
月
18
日
㈰
～
20
日
㈫

※
応
募
方
法
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

問
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
９

−

２
４
３

−

８
９
８
９

■
姉
妹
都
市
の
中
野
市

　

～
科
野
小
学
校
３
年
生
か
ら

　
　
　
　

北
茨
城
市
の
小
学
３
年
生
へ
～

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
中
野
市
の
科
野
小
学

校
３
年
生
が
農
業
体
験
学
習
で
栽
培
し
た

り
ん
ご
１
０
０
kg
が
、
市
内
の
小
学
３
年

生
全
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
の
お
返
し
と
し
て
、
市
内
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、
り
ん
ご
の
感
想
が
綴

ら
れ
た
心
の
こ
も
っ
た
お
礼
の
手
紙
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

りんごが
つなぐ絆
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F
O
R
M
A
T
IO
N

■歯の相談（要予約）
1 月 28 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　1 月 21 日㈬、2 月 4 日㈬
■４カ月児健康診査
　1 月 15 日㈭、2 月 19 日㈭
　午後 1 時～１時 30 分受付
■１歳６カ月児健康診査

1 月 23 日㈮
■３歳児健康診査

1 月 9 日㈮、2 月 13 日㈮
■２歳児歯科健診

2 月 5 日㈭
■育児相談（５カ月以上の乳幼児対象、要予約）
　1 月 28 日㈬　午後１時～２時受付
※会場は全て保健センターです。
問 健康づくり支援課　内１９６

休日の
当番医

市立図書館　☎ 42－1451

1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
  1 月 28 日㈬の午前 10 時から 11 時
幼児を対象に絵本の読み聞かせや紙芝
居、手遊びなどをしています。

は休館日

1月 - January -
市立図書館

●「イヤ〜な女（ひと）」から身を守る実践ルール

●こども手帳術

●キャロリング

●夫婦からくり

●鹿の王（上、下）

●てぶくろ

●ひとりぼっちのミャー クリスマスのよるに

石原加受子

星野けいこ

有川　　浩

中島　　要

上橋菜穂子

いもとようこ

たしろちさと

☆１/1 ㈭〜 1/5 ㈪は、年始休館日です。
☆１/12㈪成人の日は開館いたします。

翌13日㈫が休館日となります。

相　談　と　健　診
☆各種健診など☆各種相談など

休日・夜間に
病院を探すとき

茨城子ども
救急電話相談

県救急医療情報
コントロールセンター
☎029-241-4199

プッシュ回線・携帯電話　☎＃8000
すべての電話　☎029-254-9900

（年中無休）
◆平日：午後6時30分～午前0時30分
◆日・祝日：午前9時～午後5時

診療時間　午前９時～午後５時

1／1
2

市民病院（市立総合病院）
☎ 46-1121（関南町）

3 瀧病院
☎ 42-1221（磯原町）

4 市民病院（市立総合病院）
☎ 46-1121（関南町）

11 あおぞらクリニック
☎ 30-7770（中郷町）

12 北茨城クリニック
☎ 46-5101( 大津町 )

18 市民病院（市立総合病院）
☎ 46-1121（関南町）

25 大津町クリニック
☎ 30-2200( 大津町 )

2/1 市民病院（市立総合病院）
☎ 46-1121 ( 関南町 )

8 廣橋クリニック
☎ 46-5111（関南町）

11 北茨城中央クリニック
☎ 30-1600（磯原町）

市
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

納
期
限
　
2
月
2
日
㈪

今月の納税

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
1 月 15 日㈭、29 日㈭、2 月 5 日㈭、19 日㈭
[ 大津町公民館 ]
1月8日㈭、22日㈭、2月13日㈮、26日㈭
いずれも午後１時～４時

　問 社会福祉協議会　☎ 42−0782
■移動児童相談　
　1 月 21 日㈬、2 月 4 日㈬、18 日㈬
　午前 10 時～午後３時
　大津子どもの家

問 社会福祉課　内１３２
■いばらき就職支援センター出張相談
　1 月 20 日㈫　午前 10 時～午後３時
　市役所４階 401 会議室
　問 商工観光課　内３６２

法　律　相　談 行政書士相談
２月10日㈫　午後１時～午後４時30分 ２月４日㈬　午後１時～５時

電話予約開始日　１月28日㈬

いずれも市役所４階会議室

電話予約開始日　２月３日㈫

指定の電話予約開始日　８時３０分～９時１０分までは予約専用電話☎43－2324へ
以降は下記へお申し込みください。※相談時間の指定はできませんご了承ください。

弁護士による相談

土地の問題や金銭貸借、離婚、相続など

行政書士による相談

相続や遺言、各種行政手続きなど

まちづくり協働課　広報広聴係（一瀬）内１９１

と き

★無料相談★

と こ ろ

申 込 方 法

備 考

内 容

問 い 合 わ せ
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夜空に咲く花……
イルミネーション

夜空に咲く花……
イルミネーション

市の人口と世帯　平成 26年 12 月１日現在　（　）は前月比

総人口… 44,142 人 （ − 30） 出　生… 24 人 （ 　＋ 2）

男… 21,833 人 （ − 17） 死　亡… 48 人 （ 　− 8）

女… 22,309 人 （ − 13） 転　入… 77 人 （ 　＋ 1）

世帯数… 16,905 世帯（　− 2） 転　出… 83 人 （ 　− 7）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市
編集／まちづくり協働課
〒 319−1592　
北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

　

み
ん
な
に
愛
想
が
良
く
、
甘
え
上
手
なK

o
a

。

お
っ
と
り
優
し
い
性
格
の
男
の
子
で
す
。

　

尻
尾
を
フ
リ
フ
リ
お
出
迎
え
♪
可
愛
い
し
ぐ
さ
に

毎
日
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

磯原町・小倉さん宅の

（トイプードル　オス　２歳）
Koa

関
本
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

　
　

石
臼
で
そ
ば
挽
き
体
験

　
11
月
20
日
関
本
町
富
士
ケ
丘
の
金
澤
さ
ん
宅
で
、

関
本
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
昔
な
が
ら
の
石
臼

で
そ
ば
挽
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
っ

て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
す
ぐ
に
コ
ツ
を
掴
み
楽

し
そ
う
に
石
臼
を
廻
し
て
い
ま
し
た
。

　
後
日
、
保
育
所
で
保
護
者
や
地
域
の
方
の
協
力

の
も
と
、
石
臼
で
挽
い
た
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
を

し
て
出
来
立
て
の
そ
ば
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
そ
ば
は
特
に
出

来
が
よ
く
甘
味
が
あ
り
と

て
も
お
い
し
い
と
評
判
で

し
た
。

　
田
舎
な
ら
で
は
の
貴
重

な
体
験
は
子
ど
も
た
ち
の

心
に
ず
っ
と
残
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

マウントあかねの中庭に輝くイルミネーション。
暖かいフロントロビーから、ゆったり眺めるのも素
敵ですね。お出かけしてみてはいかがですか。

　あんちゃん、こうちゃんも見とれています。

緊急情報メール
配信登録

うちのうちのうちの
アアアイイイドドドルルル

「いつもニコニコ笑顔のお

外で遊ぶのが大好きな

しょうちゃん♪

　これからも元気にすく

すく育ってね」

「３ヶ月半で寝返りをマス
ターして動きが活発に
なってきました。何にで
も興味を示すようになり
イタズラBoyまっしぐら。
これからも蒼空の笑顔で
みんなを Happy にして
ね！」

（父 賢治さん 母 ひとみさん） （父 佑哉さん 母 知世さん）（1歳7カ月　磯原町）

翔太郎
吉
田

しょうたろう

（６カ月　関南町）

蒼空
小
野

そ う す け

くんくん

表 紙 解 説


